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栄　町

新　町

南　町

旭　町

上　野

本　町

花向町

新　山

町　長　賞

観光協会長賞

敢　闘　賞

奨　励　賞

議会議長賞

商工会長賞

努　力　賞

奨　励　賞

祭り囃子
競演会

祭り囃子
競演会

祭り囃子
競演会

祭り囃子
競演会

祭り囃子
競演会

祭り囃子
競演会

祭り囃子
競演会

祭り囃子
競演会
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仮装大会

流し踊り
大会

上北中

上　野

栄　町

新　町 小川原

旭　町

花向町 町 長 賞

議会議長賞

町 長 賞 観光協会長賞

議会議長賞

十和田おいらせ
農協組合長賞
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１区 蛯沢　　奎
拓殖大１年

今後は箱根駅伝に出場
できるよう練習を頑張
ります。

４区 大久保幹也
ＮＴＮ陸上競技部

１月のニューイヤー駅
伝に出場できるように
頑張ります。

３区 小坂　大輔
亜細亜大４年

たくさんの応援のおか
げで実力以上の力を出
すことができました。

２区 吹越　清優
東北中３年

９月の県中学校駅伝で
は１区を走って区間賞
を取りたいです。

心をつなぎ町の部準優勝
榎本盟選手は区間新記録樹立

青森県民駅伝競走大会
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５区 沼辺　美桜
東北中２年

９月の県中学校駅伝で
は、優勝して全国大会
に出場したいです。

８区 久保田法教
東北中３年

県中学駅伝でも、自分
を信じて気持ちで負け
ない走りをしたいです。

７区 榎本　　盟
青森山田高３年

区間新を出せてうれし
いです。支えてくれた
多くの方のおかげです。

６区 蛯名　恒貴
光星学院高３年

練習どおりの力が出せ
ず悔しかったです。県
高校駅伝は頑張ります。








1オープニングを飾った上板橋剣舞踊保存会の勇壮な剣舞
2 「火おこしの儀」で起こされた小さな炎は、火の神を務
めた斗賀町長により会場内のかがり火に点火された
3舟ケ沢子ども会の鶴ケ崎未来さんによる祈願書の朗読
4 甲地子ども会の吹越美憂さんや岡山莉々さんらがステー
ジにまつられた「つぼのいしぶみ」に、田、畑、湖の恵
みを奉納した「奉納の儀」
5子供たちがそれぞれの願いを込めて赤川に灯籠を流す
610人の若者たちが３～５㍍の大たいまつに点火
710本の大たいまつの炎が会場と夜空を赤々と照らす

たいまつ祭
火に感謝し
火を鎮め
火に祈る

1

5

67

2

34
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神楽囃子
競技大会

緑　町

坂下町

表　町 優 勝

準 優 勝

優 秀 賞
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まつり囃子
審査会

仮装大会

オータムフェスタ
パレード

表　町

東北分屯基地

表町婦人防火クラブ

緑　町

乙供栄町 最 優 秀 賞

優 秀 賞

最 優 秀 賞

優 秀 賞

敢 闘 賞
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まちの話題
東北中学校投打かみ合いＶ

スポーツ振興基金に20万円

地域福祉に役立ててと寄付

自衛官入隊の支援活動する６人を委嘱

七戸町長杯防犯野球大会

町チャリティーゴルフ実行委員会

けんしんようわかさぎ会

自衛官募集相談員委嘱状交付式

　第７回七戸町長杯防犯野球大会が８月１日、２日の両
日、七戸町で開かれ、東北中学校が見事優勝を果たしま
した。
　大会には、東北町と七戸町から６つの中学校が出場。
東北中は初戦の相手、天間舘中を難なく退けて勢いに乗
ると、準決勝の上北中戦を４対３の接戦で制しました。
　決勝の七戸中戦は、投打ががっちりかみ合い、２対０
の完封勝ちで優勝を決めました。

　町チャリティーゴルフ実行委員会（乙部吉廣会長）は
８月17日、子供たちのために役立ててくださいと、町ス
ポーツ振興基金に20万円を寄付しました。
　寄付金は、８月７日に十和田市で開催した町チャリ
ティーゴルフコンペの参加者86人から募ったもので、寄
付は今年で７回目。斗賀町長に寄付金を手渡した乙部会
長は「寄付金を大いに活用していただくよう、子供たち
の活躍に期待しています」と話していました。

　けんしんようわかさぎ会（和田竹千代会長）は８月17
日、地域福祉に役立ててくださいと、町社会福祉協議会
に３万7,193円を寄付しました。
　これは、７月26日に町内で開催したビアパーティーの
参加者から募ったもので、寄付は20年以上前から行って
います。
　寄付金を手渡した和田会長は「来年以降も寄付を続け
ていきたいです」と話していました。

　自衛官入隊適齢者の情報提供や募集の支援活動などを
実施する自衛官募集相談員の委嘱状交付式が８月22日、
役場本庁舎で行われました。
　式では、斗賀町長が６人の相談員に委嘱状を手渡し「そ
れぞれの地域で、自衛隊の発展育成のために尽力してく
ださい」とあいさつを述べました。
　相談員は次のとおりです。（敬称略）○小林絹○柴田満
雄○木村定男○木村大丈○和田美穂子○小泉博治
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ソフトボール女子と柔道が連覇

大地震の際の救助救出方法確認

エクササイズと料理でおもてなし

青森県民体育大会

中部上北総合防災訓練

町特産品販売促進協議会

　第66回青森県民体育大会が８月20日、21日の両日、青森
市を主会場に行われ、選手たちが郷土の誇りを胸に、各競
技で熱戦を繰り広げました。
　東北町チームは10競技14種目に出場。ソフトボール女子
と柔道が町村の部で優勝を果たしました。
　なお、柔道は昨年の大会で５連覇を達成していたため、
県体育協会から特別表彰を受けました。

　中部上北総合防災訓練が８月23日、南総合運動公園で
行われ、約400人の参加者が地震の際の救助方法や避難方
法を確認しました。
　訓練は、震度６強の地震によりライフラインに甚大な
被害が生じたことを想定して実施。災害対策本部を開設
して災害情報を収集した後、屋内や車内に取り残された
人を救助救出する訓練を行ったほか、町赤十字奉仕団上
北分団による炊き出し訓練などが行われました。

　かやぶき家屋「まなか」に８月29日、健康ツアーの一行
が訪れ、町特産品販売促進協議会（横濱チエ会長）の会員が、
楽しい体操とおいしい料理でもてなしました。
　訪れたのは、野辺地町の老人クラブのメンバー24人で、
最初に同会の山田トシ子さんの指導により、30分間ボール
やタオルを使ったエクササイズで汗を流しました。
　続いて、同会の会員が栄養のバランスを考えて調理した
７品の料理に舌鼓を打ちました。

□優　勝　・ソフトボール女子（２連覇）
　　　　　・柔道（６連覇）
□準優勝　・バレーボール家庭婦人
　　　　　・ソフトテニス
□第３位　・バレーボール男子

□１位　・坂本　　司〔男子30歳以上 50ｍ自由形〕
　　　　・沢尾　美香〔女子30歳未満100ｍ自由形〕
□２位　・坂本　　司〔男子30歳以上 50ｍ背泳ぎ〕
□３位　・沢尾　美香〔女子30歳未満 50ｍ自由形〕

□１位　・濱谷　香織
　　　　　　〔女子34歳以下100ｍ〕
　　　　・濱谷　香織
　　　　　　〔女子34歳以下200ｍ〕
□２位　・沼山　寿憲
　　　　　　〔男子35～44歳400ｍ〕
　　　　・蛯沢　裕一
　　　　　　〔男子34歳以下 走幅跳び〕
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まちの話題
ユニークな10競技に心地よい汗

躍る魚体、市場に活気

日赤奉仕団と一緒に炊き出しに挑戦

ナニャドヤラ上手に踊れたね

老人スポーツ大会

シラウオ・ワカサギ漁解禁

小川原小学校避難訓練

東北地区 いきいき教室

　第１回町老人スポーツ大会が８月31日、総合トレーニ
ングセンターで開かれ、参加した70人余りの高齢者がユ
ニークな競技を楽しみました。
　大会には、町内11の老人クラブが５チームに分かれて
出場。スプーンの上にボールを乗せて運ぶ「スプーンリ
レー」や、ビール瓶を棒で転がして進む「ビン転がしリ
レー」などの10競技で心地よい汗を流し、選手同士の親
睦を深めていました。

　シラウオ・ワカサギ漁が９月１日、解禁となり、競り
が行われた舟ケ沢魚市場仮分場が活気であふれました。
　この日は、操業開始の午前７時に25隻の漁船が一斉に
出漁。150㍍ほどの網を円を描くように投入する「船曳き
網漁」で、漁師たちが数人がかりで網を手繰り寄せると、
シラウオやワカサギが網の中でピチピチと魚体を躍らせ
ました。
　漁は、来年の３月15日まで行われます。

　防災の日の９月１日、小川原小学校（高田正悦校長）
で大地震を想定した避難訓練が行われ、児童たちが災害
に備えて避難方法などを確認しました。
　児童たちは教室からグラウンドへ避難した後、町赤十
字奉仕団上北分団の団員と一緒に炊き出し用米詰め作業
を体験しました。
　また、日赤県支部の渡邊倫行さんから、東日本大震災
の救護活動について説明を受けました。

　高齢者の生きがいづくりを目的に開設している「いき
いき教室」は９月２日、蛯沢小学校の体育館で、同小の
３年生43人とナニャドヤラを踊って触れ合いました。
　この日は、東北地区の同教室の学級生27人が参加。子
供たちに「右、左」などと声を掛けながら、手の振りや
足の運び方を優しく指導しました。
　続いて輪踊りにも挑戦し、参加者全員が体育館いっぱ
いに大きな輪をつくって、笑顔で踊っていました。
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歴史振り返りイベント楽しむ

朗読劇で命の尊さ訴える

ライフジャケットは必ず着用して

660人余りの愛好家プレー通じて交流

上北町駅 駅祭り

お日様キャラバン in 東北町

救命胴衣着用推進講習会

町長旗争奪親善グラウンドゴルフ大会

　盛岡－青森間の鉄道開業120周年を記念した「駅祭り」
が、９月１日から４日まで上北町駅で行われ、訪れた人
がさまざまなイベントを楽しみました。
　期間中は、大正から現在までのさまざまな町の風景写
真を展示した「写真ギャラリー」を実施したほか、町の
特産品などが当たる「ワクワクルーレット」や、八幡神
楽保存会の神楽披露などが行われ、駅利用者を楽しませ
ていました。

　お日様キャラバンｉｎ東北町が９月３日、町民文化セ
ンターで開かれ、約70人の参加者が人と人とのつながり
の大切さや命の尊さについて考えました。
　これは、自殺予防対策の一環として、県内の全市町村
を巡回しながら実施しているもので、弘前劇場劇団の団
員11人と、特別出演した町保健協力員の３人が「走れメ
ロス」の朗読劇を披露。来場者に生きることの素晴らし
さを訴えました。

　救命胴衣着用推進サバイバル訓練・講習会が９月３日、
小川原湖交流センター「宝湖館」で行われました。
　講習会には、小川原湖漁協女性部員など21人が参加。
海上保安庁八戸海上保安部の職員から、海中転落した際
に発見が容易なことや体温の低下を防ぐことなど、救命
胴衣が延命効果を上げることを教わりました。
　続いて、さまざまな種類の救命胴衣を身に付けてプー
ルに入り、体の浮かび方などを体験しました。

　第15回町長旗争奪親善グラウンドゴルフ大会が９月８
日、北総合運動公園で開かれ、県内各地から参加した660
人余りの愛好家たちが、プレーをしながら親睦を深めま
した。
　参加者は、グラウンドゴルフ場や多目的広場、陸上競
技場の周辺など、運動公園いっぱいに設置されたコース
を、３ブロックに分かれてラウンド。ショットの快音と
元気な歓声を響かせていました。
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まちの話題
不審者見つけたら大声出して

上北地区で優勝、次は県の頂点に

停電になっても水道は使えるの？

浜台キャンプ場をきれいにしよう

甲地小学校不審者侵入対応訓練

町サッカースポーツ少年団「グランツ東北」

甲地小学校社会科見学

水喰小学校地域クリーン作戦

　甲地小学校（市ノ渡弘校長）は９月８日、不審者侵入
対応訓練を実施しました。
　訓練は、甲地警察官駐在所の協力で実施。不審者役の
警察官を発見した児童たちは、非常用サイレンを鳴らし
た後、先生の誘導に従って、非常口へ逃げるまでの手順
を確認しました。
　また先生たちは、刺股（さすまた）などを使って不審
者を取り押さえる方法を実践しました。

　９月10日、11日の両日、三沢市で開催された第２回Ｃ
Ｏ・ＯＰ杯争奪Ｕ－10（10歳以下）県少年サッカー（８
人制）大会上北地区予選会で、グランツ東北が優勝を果
たし、県大会出場を決めました。
　同チームは、町サッカースポーツ少年団のメンバーで
結成。同大会に出場した14チームの頂点に立ちました。
　主将の蓬畑当選手は「このままの勢いで県大会に臨み、
優勝したいです」と意気込んでいました。

　甲地小学校（市ノ渡弘校長）の４年生22人は９月15日、
社会科見学で上北水系浄水場管理センターを訪れ、水道
水がどのように作られて家庭に届けられるのかを学習し
ました。
　児童たちは、町水道課の職員の説明を受けながら、同
センター内の貯水タンクや浄化設備などを見学しました。
　また、自家発電機の役割についても説明を受け、停電
になっても各家庭で水道が使えることを学んでいました。

　水喰小学校（中野渡芳朋校長）の全校児童48人は９月
15日、浜台キャンプ場で「地域クリーン作戦」と題した
ごみ拾いを実施しました。
　同キャンプ場のゴミ拾いは春の遠足の際に行う予定で
したが、雨天で訪れることができなかったことから、こ
の日に実施しました。
　児童たちは、砂浜やキャンプ場を歩きながら、たばこ
の吸い殻や空き缶、ペットボトルなどを拾い集めました。
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９月12日の３歳児健診で、むし歯のなかった子９人を紹介します。

久く

　
保ぼ

　
祐ゆ
う

　
乃だ
い

　

く
ん

これからも毎日歯みがき頑
張ろうね。

森も
り

　
田た

　
晴は
る

　
暉き
　

く
ん

毎日の歯みがき一緒に
 キュッキュッ！

岩い
わ

　
間ま

　
瑞み
ず

　
貴き
　

ち
ゃ
ん次はひで君の番だよ。

前ま
え

　
野の

　
吏り

　
音あ
ん

　

く
ん

毎日歯みがきを頑張ってい
ます。

沖お
き

　
澤さ
わ

　
大だ
い

　
剛ご
　

く
ん

お姉ちゃんと毎日みがいて
います。

土つ
ち

　
橋は
し

　
優ゆ
う

　
翔と
　

く
ん

毎日歯みがき頑張ります。

笹さ
さ

　
倉く
ら

　
礼れ
い

　
圭か
　

ち
ゃ
ん歯みがきをこれからも頑張

ります。

荒あ
ら

　
谷や

　
望の

　
生い
　

く
ん

毎日歯みがき頑張ったよ。
これからも頑張ります。

駒こ
ま

　
井い

　
ゆ
　
い
　

ち
ゃ
んグッと大きな口を開けて頑

張っています。

　役場 農林水産課　℡0176-56-3111または℡0175-63-2111

10月29日土
30日日
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　空腹時に砂糖の入った飲み物を飲むと急激に
血糖値が上がり、その分脂肪の合成も高まりま
す。
　また、１日に砂糖入りの飲み物を何回も飲む
ということは、１日中血糖値が高いということ
になります。
　お薦めの間食は、健康であまり体を動かさな
い方はお茶やコーヒーで十分。農作業中は牛乳、
おにぎり、とうもろこし、さつまいも、お茶、
野菜ジュース、砂糖の入っていない飲み物にな
ります。
　いずれにしろ、食品表示を見ておやつのエネ
ルギーを150 ～ 300㌔㌍以内に抑えましょう。

　空腹時に体を動かすと、肝臓のグリコーゲン
が血中で使われるため空腹を感じにくくなりま
す。
　その積み重ねで、血糖値や中性脂肪の値も下
がります。
　おなかがすいた時ほどパタパタと動き回って
見てください。
　マイナスを積み重ねることが、体重と血糖値
を減らす近道です。
　１日１回はおなかがすいたという感じを味わ
うこと！
　その時、あなたの脂肪は燃えています。

事 業 名 対　　象　　者 実 施 日 受付時間 実施場所

乳児健診

幼児健診

ほがらか
教室

ポテトクラブ
（精神障害者
の集い）

つつじ作業所

所内健康相談
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日々のマイナスで
体重コントロール

　天高く馬肥ゆる秋を迎えました。
　秋の実りを味わいながらも、おなか周りを気
にしている方もいるのでは？
　先日、町の特定保健指導受講者で、毎日２本
飲んでいた缶コーヒーを飲まないという目標を
立て、半年後見事に３㌔痩せた方がいました。
　始めて３カ月頃、体重が減った事がうれしく
なり、空腹時に少しだけ歩いたり体操したりす
るようにしたそうです。

　昨年の東北町生活習慣調査によると、毎日菓
子パンを２個食べてジュースを３本以上飲んで
いる方が８人いました。

　これらを合計しカロリー計算してみると、間
食だけで約1,200㌔㌍となります。
　１日に必要なエネルギーは体格にもよります
が、あまり体を動かさない男性で2,000 ～ 2,400
㌔㌍、女性で1,600 ～ 2,000㌔㌍。農作業に従事
している方で、男性2,500 ～ 3,000㌔㌍、女性は
2,000 ～ 2,500㌔㌍です。
　毎日、間食で１日に必要なエネルギーの２分
の１から３分の１をとるのが体に良くないの
は、言うまでもありません。

　東北町の肥満者（ＢＭＩ25以上）の割合は、
男女共に30％以上と、国に比べて高くなってい
ます。

　１～２カ月間の血糖の状態を見る検査で、や
や高めの人（ＨｂＡ1ｃ5.2以上）は、国と比べ
ると高い方が多くなっています。

こんにちは栄養士です
町保健衛生課

小 沼　奈緒美
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町税
15億3,718万円
12.09％

地方交付税
48億9,787万円
38.51％

国庫支出金
27億1,561万円
21.35％

町債
17億1,170万円
13.46％

２２億1,００0万円
1７.３７％

県支出金
7億409万円
5.54％

105億899万円
82.63％

繰入金
2億5,141万円
1.98％
繰越金
1億3,473万円
1.06％

分担金及び負担金
1億2,918万円
1.01％
使用料及び手数料
9,242万円
0.73％

その他
6,507万円
0.51％

地方譲与税
1億8,147万円
1.43％

地方消費税交付金
1億6,780万円
1.32％

その他
1億3,045万円
1.03％

　平成22年度の東北町の一般会計と特別会計の決算が、９月定例議会で審査、認定されました。
　一般会計の決算総額は、歳入127億1,899万円、歳出124億3,389万円で、このうち繰越
明許費繰越額は8,201万円、事故繰越し繰越額は5,676万円であり、差引き1億4,634万円が
実質収支額となりました。
　また、特別会計の決算額は、歳入62億6,500万円、歳出61億1,249万円で、差引き1億5,251
万円が実質収支額となりました。
　決算は、いわば町の家計簿で、皆さんの納める税金や、国・県からの交付金などがどのくら
い入り、どのように使われ、私たちの生活に生かされているかを表しています。
　ぜひ目を通してみてください。

平成22年度一般会計・特別会計決算

平成22年度一般会計歳入
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総務費
41億6,935万円
33.53％

民生費
27億2,234万円
21.89％

義務的経費
46億0,912万円
37.07％

投資的経費
34億9,855万円
28.14％

その他
43億2,622万円
34.79％

扶助費
16億3,239万円
13.13％

人件費
14億8,043万円
11.91％

普通建設事業費
34億9,854万円
28.14％

災害復旧事業費
2万円
0.01％

繰出金
11億5,865万円
9.32％

物件費
11億1,629万円
8.98％

補助費等
10億9,767万円
8.83％

積立金
7億7,210万円
6.21％

その他
1億8,151万円
1.46％

公債費
14億9,630万円
12.03％

教育費
12億5,201万円
10.07％

土木費
11億5,721万円
9.31％

衛生費
6億2,557万円
5.03％

農林水産業費
4億7,977万円
3.86％

消防費
2億4,224万円
1.95％

商工費
1億5,998万円
1.29％

議会費
9,365万円
0.75％

その他
3,547万円
0.29％

公債費
14億9,630万円
12.03％

平成22年度一般会計歳出

予算用語の解説
■町税…皆さんが町に納める
税金
■地方交付税…町の財政力に
応じて国から配分されるお
金
■町債…大きな事業を行うと
きに借りるお金
■国庫・県支出金…事業に対
し国や県から交付される補
助金など
■自主財源…町税や繰入金な
ど町が独自に調達できるお
金
■依存財源…国や県から交付
される地方交付税などによ
る収入
■総務費…町の全般的な事務
経費や財産管理など
■民生費…老人や障害者、児
童などの社会福祉のための
経費
■公債費…事業を行うために
借りたお金の返済金
■教育費…学校の管理や公民
館など教育全般の事務や事
業に使うお金
■土木費…道路を造ったり、
公園を造ったりするなど公
的な施設に使うお金
■衛生費…保健施設やゴミ処
理など衛生的な生活のため
に使うお金



��

【総務費】
■財政調整基金積立金 5億2,694万円
■減債基金積立金 1億0,051万円
■公共施設等整備基金積立金 1億0,004万円
■電算システム導入開発業務委託料
 1億3,878万円
■総合トレーニングセンター屋根改修工事費
 7,633万円
■特定防衛施設周辺整備事業費 1億3,142万円
■補給支処周辺障害防止事業費 2億2,896万円
■まちづくり支援事業費 12億3,211万円
■町民体育館改修事業費 6,597万円

【民生費】
■国保保険基盤安定負担金繰出金 1億1,466万円
■自立支援給付事業給付費 3億4,016万円
■介護保険給付費繰出金 2億4,293万円
■後期高齢者医療広域連合負担金（療養給付分）
 1億9,601万円
■保育園運営費 7億6,896万円
■子ども手当費 2億9,058万円

【衛生費】
■中部上北広域事業組合分担金（病院費）
 5,039万円
■簡易水道事業特別会計繰出金 3,431万円
■健康診査委託料 7,383万円
■中部上北広域事業組合分担金（清掃センター）
 2億2,453万円
■中部上北広域事業組合分担金（衛生センター）
 3,473万円

【農林水産費】
■県営中山間地域総合整備事業負担金 6,911万円
■県営農村振興総合整備事業負担金 4,672万円
■農業集落排水事業特別会計繰出金 4,895万円

【商工費】
■町観光協会補助金 2,743万円
■観光施設等管理業務委託料 1,610万円

【土木費】
■道路橋梁維持費 4,549万円
■防雪対策費 1億2,662万円
■道路新設改良費 4億1,019万円
■道路橋梁補助事業費 1億5,549万円
■公共下水道事業特別会計繰出金 3億1,471万円
■浄化槽設置整備事業費補助金 1,622万円

【消防費】
■中部上北広域事業組合分担金 1億6,938万円
■防火水槽設置工事費 1,493万円
■消防ポンプ車購入費 2,499万円

【教育費】
■中部上北広域事業組合分担金 9,807万円
■スクールバス運行業務委託料 6,078万円
■甲地小学校改築事業費 3億1,811万円
■放課後こども教室推進事業費 4,171万円
■南総合運動公園費 ,323万円
■北総合運動公園費 7,469万円

－歳出の主な使いみち－

◎町の特別会計等
区　　　　分 歳入決算額 歳出決算額 歳入歳出差引残額

特
別
会
計

国 民 健 康 保 険 27億0,239万円 26億0,311万円 9,928万円
老 人 保 健 238万円 238万円 0円
後 期 高 齢 者 医 療 1億4,384万円 1億4,207万円 177万円
介 護 保 険 20億7,099万円 20億2,646万円 4,452万円
介護サービス事業 2,556万円 2,501万円 55万円
農業集落排水事業 8,987万円 8,907万円 80万円
公 共 下 水 道 事 業 8億7,961万円 8億7,622万円 339万円
簡 易 水 道 3億5,036万円 3億4,816万円 219万円

企
業
会
計

【収益的収入及び支出】 1億7,402万円 1億6,635万円 766万円
【資本的収入及び支出】 3,572万円 9,599万円 △6,027万円
※資本的収支額の不足分は、当年分消費税資本的収支調整額および過年度損益勘定留保資金で補てんしました。
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東北町の財産
－平成22年度末－

■公有財産
　□土地及び建物（行政財産）
区　　　　　分 土地（地積） 建物（延面積）
本　　庁　　舎 8,853㎡ 3,402㎡
分　　庁　　舎 21,246㎡ 3,371㎡

公
共
用
財
産

学 校 293,823㎡ 45,503㎡
公 営 住 宅 89,871㎡ 14,806㎡
公 園 998,950㎡ 21,957㎡
その他の施設 766,631㎡ 61,666㎡

町営共同放牧場 2,799,742㎡ 4,972㎡
そ　　の　　他 43,041㎡ 298㎡

　□山　　林
所　　　　　　　有 4,285,507㎡

　□動　　産
観光グルメ船（19トン） 1艇
浮桟橋 8個

　□有価証券

株
　
券

東北電力株式会社株 89万円
雪印メグミルク株式会社株 81万円
南部縦貫鉄道株式会社株 310万円
青森放送株式会社株 18万円
青い森鉄道株式会社株 2,800万円
株式会社おがわら湖株 800万円

　□出資による権利
青森県土地改良事業団体連合会 20万円
青森県農業信用基金協会 1,439万円
（社）青い森農林振興公社 20万円
（社）青森県青果物価格安定基金協会 240万円
上十三地区森林組合 314万円
東北町森林組合 75万円
（社）上十三広域農業振興会 727万円
（社）青森県産業振興協会 20万円
（社）青森県畜産協会 460万円
青森県信用保証協会 2,248万円
町土地開発公社 500万円
（財）八戸地域高度技術振興センター 114万円
（財）むつ小川原産業活性化センター 96万円
地方公営企業等金融機構 150万円

■物　　品
乗用自動車 42台
バス 13台
トラック・軽トラック 17台
消防自動車・消防指令車 19台

除雪用グレーダー 2台
除雪ドーザー 3台
除雪ロータリー 5台
歩行型除雪機 7台
凍結防止剤散布車 1台
原動機付自転車 9台
スノーモービル 2台
トラクター 8台
コンテナ運搬車 2台
ホイールローダ 2台
フォークリフト 1台
ミニバックホー 2台
付属作業機（モアー等） 22台
小型動力ポンプ 7台
土壌等分析機器 1式
自走式攪拌機 1台
破砕混合機 1台
篩機 1台
成型機 1台
袋詰機 1台
コンテナ 23台
マニュアスプレッター 5台
無線放送施設（本庁舎・分庁舎） 2施設

■基　　金
　□積立基金
ふるさと創生人材育成基金 2,164万円
スポーツセンター管理基金 1,723万円
ふるさと水と土保全対策基金 101万円
財政調整基金 17億7,745万円
減債基金 5億7,406万円
公共施設等整備基金 1億0,986万円
スポーツ振興基金 0円
地域福祉基金 1,779万円
国保財政調整基金 1億0,032万円
介護保険給付費準備基金 1億6,436万円
下水道事業債償還基金 3,456万円
交通遺児基金 11万円
学校林売払基金 167万円
合併振興基金 12億1,839万円
妊婦健康診査事業基金 2,141万円
乳児医療費助成事業費基金 1,761万円
小学生医療費助成事業基金 1,332万円
ふるさと再生基金 275万円
介護従事者処遇改善臨時特例基金 454万円

□運用基金
土地開発基金 2億4,476万円
奨学資金貸付基金 2億1,473万円
高額療養費貸付基金 500万円
肉用繁殖牛集団特別導入事業基金 168万円
肉用繁殖牛特別導入事業基金 763万円
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平成22年度決算に係る財政健全化判断比率等
　地方公共団体の財政の健全化に関する法律の規程により、平成22年度決算に基づき算定した財
政健全化判断比率等をお知らせします。

　財政健全化判断比率が、４指標のうち１つでも早期健全化基準を超えれば早期健全化団体にな
り、財政再生基準を超えれば財政再生団体となります。
　早期健全化団体となった場合は、議会の議決を経て「財政健全化計画」を策定し、自主的な改
善努力による財政健全化に取り組むことになります。
　さらに比率が悪化し、財政再生団体となった場合は、議会の議決を経て「財政再生計画」を策定し、
国および県の強力な関与による確実な財政再生に取り組むことになります。

　資金不足比率が経営健全化基準に達した場合は、経営健全化団体となり、その公営企業は議会
の議決を経て「経営健全化計画」を策定し、公営企業の経営健全化に取り組むことになります。
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農業用使用済プラスチックは処分施設へ

大塚甲山
　午前９時～午後４時　　 　町歴史民俗資料館
　開催期間中は無料　　　 　火曜日、祝祭日

　10月17日㊊ 午後１時25分　　 　上北中学校
　県近代文学館室長　飛内文代 氏　　　　　　　　　

　町歴史民俗資料館　℡0176-56-5598

　農業用使用済プラスチックを、河川や山などに捨てたり焼却したりすることは法律で禁止
されています。
　農業用使用済プラスチックの回収率向上のために処理料金に助成をしていますので、処分
施設に持ち込んでください。

　東管工業㈱　東北町字柳沢59-21　℡0175-63-4450
　月～土曜日、祝日（日曜日以外、12月27日まで）

　　　　　　午前８時～午後５時（正午～午後１時は昼休み）

　　　　　　○ハウスビニール　　○ビニルマルチ　　○被覆資材（パオパオなど）
　　　　　　○ラップフィルム　　○肥料袋　　　　　○農薬ボトル（中を水洗い）

　○１kg当たり12円（協議会が23円助成）
　　　　　　　　○ながいもネットの処理料は別に定める
　　　　　　　　○産業廃棄物（マニュフェスト票）代金50円は別途

　○「運搬車両である旨の表示書」を車に携帯
　　　　　　　　　○「産業廃棄物収集運搬車」の表示を車の両側面に貼り付け
　　　　　　　　　○産業廃棄物処分委託契約書作成のための印鑑を持参

　町農業用使用済プラスチック適正処理協議会事務局（役場農林水産課内）
　　　　　℡0176-56-3111または℡0175-63-2111

没後100年展

9月24日土～10月20日木
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子ども手当の新たな申請が必要です

ひとり親家庭等医療費は
10月分から現物給付が可能となります

　国の法律が成立したことにより、平成23年10月から平成24年３月まで、子ども手当制度が
継続されます。
　平成23年10月以降分の子ども手当の支給を受けるためには、新たに申請が必要になります。
　これまで支給されていた方も含め、対象のお子さんを持つ全ての方の申請が必要となりま
すので、忘れずに申請してください。

　役場 分庁舎福祉課または本庁舎福祉課分室
　○印鑑（スタンプ印不可）　○受給者の金融機関通帳

　　　　　　　　　○受給者の健康保険証
　　　　　　　　　○その他、受給者の状況により住民票などが必要となります

　役場 福祉課　℡0176-56-3111または℡0175-63-2111

　ひとり親家庭等医療費の助成方法は、10月診療分から、従来までの償還払い（事後払い）
のほか、現物給付（窓口負担なし）が可能となりました。

　 　あらかじめ医療機関の窓口へ受給資格証を提示することにより、自己負担分のうちの保
険適用分の窓口負担が不要となります。

　 　ひとり親等医療費助成事業の認定を受けている家庭のうち、18歳になった後の最初の３
月31日までの児童（父、母、養育者は現物給付対象外）

　 　県内の医療機関および調剤薬局（現物給付の対応ができない医療機関などがあります。
窓口負担をした場合は、従来どおり償還払いで対応します）

　　既に認定を受けている児童には、現物給付に対応可能な新しい受給資格証を送付します。

　役場 福祉課　℡0176-56-3111または℡0175-63-2111

　○中学校卒業までの子ども（15歳になった後の最初の３月31日まで）
　○０歳～３歳未満＝15,000円

　　　　　　　○３歳～小学校修了前＝10,000円（第３子以降＝15,000円）
　　　　　　　○中学生＝10,000円

　○平成24年２月期＝平成23年10月分～平成24年１月分
　　　　　　　○平成24年６月期＝平成24年２月分～平成24年３月分
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無料パソコン講習会を開催します
　町民文化センター ２階 視聴覚室
　電話またはメールによりお申し込みください。定員10人で締め切りとします。

講座名 日　　　時 内　　　容

アクトビラ
体験講座

10月17日㊊
　午前10時～正午

テレビと光回線をつなげて、新し
いテレビの楽しみ方を体験してみ
よう。

ワ ー ド
中級講座

10月19日㊌～20日㊍
　午後６時30分～午後８時

テキストボックスとワードアート
で、イラスト入りチラシを作って
みよう。

年 賀 状
作成講座

11月９日㊌～10日㊍
　午前10時～正午

来年の年賀状を作ってみよう。
11月24日㊍～25日㊎
　午後１時30分～午後３時30分

デジカメ
基礎講座

11月16日㊌
　午後１時30分～午後３時30分

上手に写真を撮るコツやパソコン
への取り込み方を学ぼう。

写真整理
講　　座

11月17日㊍
　午後１時30分～午後３時30分

撮影した写真をDVDに取り込み、
保存しましょう。

合成写真
作成講座

11月18日㊎
　午後１時30分～午後３時30分

来年の干支を題材に、おもしろ写
真を作ってみよう。

ⅰＰａｄ２
体験講座

10月29日㊏～30日㊐
午前11時～正午
午後１時～午後２時

話題のタブレットパソコン「ⅰＰ
ａｄ２」を体験してみよう。

　　普段、パソコンを使っていない農家の皆さん向けの講座です。

農業者向け
パソコン
入門講座

11月２日㊌
午後１時30分～午後３時30分

□天気予報を調べてみよう。
□市場動向を見てみよう。
□病気について調べてみよう。
□申告用の書類を整理してみよう。

11月14日㊊
　午後６時30分～午後８時

■ 　午前９時～午後５時
　火・土・日曜日、祝日（10月７日㊎、24日㊊は臨時休業）
　東北町ＩＴサポートセンター

　　　　　　　○℡0176-58-1090　　○メール tohoku-support@mcs-kk.co.jp
　　　　　　　○ホームページ　http://tohoku.aomori-support.com/
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　平成24年４月１
日現在17歳未満で、中卒（見
込み含む）の男性

　11月１日㊋～１
月６日㊎

　１月14日㊏
　八戸福祉公民館

自衛隊青森地方協力本
部三沢募集案内所　℡0176-
53-1346

　公立小川原湖青年の家では、
浅虫温泉森林公園周辺をト
レッキングする「浅虫高野山 
八十八ヶ所石仏願掛めぐり」
を開催します。

　10月17日㊊　出発＝
午前９時（小川原湖青年の家）

　青森市浅虫温泉森林
公園

　トレッキング　○歩
行距離＝５㌔　○歩行時間＝
１時間30分

　無料（道の駅の温
泉入浴料は自己負担）

公立小川原湖青年の家
℡0176-56-2393

　公立小川原湖青年の家では、
青年の家についての理解を深
めてもらうため、ふれあい広
場を開催します。

　11月13日㊐　開講式
＝午前９時30分

　小川原湖青年の家
　創作、体験活動　○

ネイチャークラフト　○紙飛
行機　○焦がし絵　○レザー
クラフト　○プラスチック
キーホルダー　など

　1,000円（昼食代
込み、七宝焼きは別途450円）

公立小川原湖青年の家
℡0176-56-2393

食生活改善推進員養成教室

10月14日㊎
10:30～15:00

上北保健福祉
センター

□講話「東北町の健康づくり」
□調理実習「生活習慣病を防ぐおいしい食事」
□講演「最新！糖尿病の治療と予防」

10月25日㊋
９:30～13:30

東北町保健
福祉センター

□講話「青森県の栄養改善事業と食育」
□調理実習「食事バランスガイドを使ってバイキング食」

11月２日㊌
９:30～13:30

上北保健福祉
センター

□講話「身体活動・運動習慣のある生活」
□実技「楽しくシェイプアップ」
□調理実習「単身者のスピードクッキング」

11月11日㊎
９:30～13:30

東北町保健
福祉センター

□講演「暮らしの中の食品衛生」
□調理実習「幼児期学童期の食事と手作りおやつ」

11月21日㊊
９:30～13:30

上北保健福祉
センター

□講話「心の健康づくり」
□調理実習「自分たちで考えた献立」
□食生活改善推進員と地区組織活動
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㊌

　日本年金機構では、公的年
金を身近に感じていただき、
年金制度に対する理解を深め
ていただくよう、移動年金相
談を行います。
　年金の請求や加入記録、国
民年金の加入、納付、免除な
どについてお気軽にご相談く
ださい。
　なお、相談は予約制となっ
ています。

　11月15日㊋　午前10
時30分～午後３時

　小川原湖交流セン
ター「宝湖館」

青森年金事務所
　　　℡017-734-7499

　「ねんきんネット」とは、
いつでも自分の年金加入記録
をインターネットで確認する
ことができるサービスです。

　24時間いつで
も「ねんきん定期便」より新
しい年金加入記録を確認でき
ます。

　年
金に加入していない期間や、
厚生年金に加入した期間の標
準報酬額の大きな変動など、
確認したい記録が分かりやす
く表示されています。

　画
面の指示に従って「私の履歴
整理表」が自宅で簡単に作成
でき、年金記録の確認に役立
ちます。

　「年金を受け取りながら
働き続けた場合の年金は？」
などといった情報を、自宅で
確認できるような機能を、秋
以降追加していく予定です。

　インターネットの利
用が難しい方は、年金事務所
の他、一部の市町村役場や郵
便局でも年金記録を確認でき
ます。

　http://www.nenkin.go.
jp/n_net/

ねんきん定期便・ねん
きんネット専用ダイヤル
○ ℡0570-058-555　 ○ ℡03-
6700-1144（IP電話、PHS用）
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東北地区
10月14日㊎
午前10時30分

総合トレーニングセンター

上北地区
10月15日㊏
午前10時30分

町民体育館

役場 福祉課
　　℡0176-56-3111または
　　℡0175-63-2111

　10月17日から23日までは
「秋の火災予防週間」です。
　寒さが厳しくなる季節とな
り、暖房器具の使用も多くな
りますので、燃えやすい物を
周囲に置かないように注意し
ましょう。
　なお、10月17日㊊は、消防
車両によるパレードを行いま
すので、火災と間違わないよ
うご注意ください。
　また、一般家庭でも住宅用
火災警報器の設置が義務付け
られていますので、必ず設置
しましょう。

　消したはず
決めつけないで　もう一度

中部上北広域事業組合
消防本部　℡0176-62-3142

　10月24日㊊～11月15
日㊋のうち平日16日間　午前
10時10分～午後３時50分

　県地域共同就職支援
センター 三沢コーナー

　○離職者　○非正
規労働者　○離職予定者

　無料（テキスト代
など一部自己負担あり）

　10月18日㊋
県地域共同就職支援セ

ンター　℡0176-27-6005

　秋は農作業事故が発生しや
すくなります。
　事故を未然に防ぎましょう。

　農作業
は、焦らず、急がず、慎重に

　機械の転落や転倒を
防ごう

　機械への巻き込まれに注
意しよう

役場農林水産課　℡
0176-56-3111ま た は ℡0175-
63-2111

　土地家屋調査士は、不動産
登記における土地の分筆登記
や建物表題登記などの業務を
行っています。
　表示登記無料相談会を開催
しますのでご利用ください。

　11月６日㊐　午前10
時～午後３時30分

　○十和田市中央公民
館　○八戸市公民館　○青森
市アウガ５階

県土地家屋調査士会
℡017-722-3178

　10月17日から23日までの
「秋の行政相談週間」にちな
んで、行政問題、人権問題、
心配ごとについて合同相談所
を開設します。
　毎日の生活の中で、行政に
関する苦情や要望、人権（相
続、いじめ等）、心配ごとに
ついて、それぞれの委員が秘
密を守って親切にお聞きし、
その解決の促進に協力します。
　相談は無料ですので、お気
軽にご利用ください。

　10月17日㊊　午前10
時～午後３時

　東北町保健福祉セン
ター

　○行政相談員　○
人権擁護委員　○心配ごと相
談員　○青森行政評価事務所
係官

役場 総務課　℡0176-
56-3111または℡0175-63-2111
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　10月15日㊏、午前10
時30分～午後２時

　公立もみのき学園
（七戸町）

　○作品展示　○掘り
出し市　○模擬店　○食堂

公立もみのき学園
　℡0176-62-3161

　10月22日㊏、午前10
時～午後２時

　特別養護老人ホーム
公立松風荘

　○作品展示　○模擬
店　○保育園児慰問　○もく
もっく売店

公立松風荘
　℡0175-63-2031

　10月29日㊏、午前９
時30分～午後２時

　けやき寮
■内容　○活動内容紹介　○
東翔太鼓演奏　○作品展示　
○野菜販売　○バザー　ほか

　上北町駅、
乙供駅、あぐりサービス、甲
地中央公園、井上商店（長久
保）に停車。時間はお問い合
わせください。

障害者支援施設けやき
寮　℡0175-62-2484

　10月22日㊏、23日㊐
午前９時～午後３時

　ぎんなん寮内ハンズ
パーク

　○鉢花（シクラメ
ンなど）　○山野草　○観葉
植物　○骨付きフランクフル
ト　○ハム類　○福祉施設生
産物　など

　○観葉植物などの
オークションセール（両日と
も正午）　○タイムサービス
（両日とも午前、午後各１回）
○鉢花または骨付きフランク
フルトプレゼント（両日とも
先着100人）

公立ぎんなん寮
　℡0176-56-5121

　○10月29日㊏、午前
９時～午後４時　○10月23日
㊐、午前９時～午後３時

　県営農大学校（七戸
町）

　○学習成果展示　○
模擬店　○農畜産物販売　○
農作業体験ツアー　など

県営農大学校
　℡0176-62-3111

　12月３日㊏　午前９
時30分～正午

　青森原燃テクノロ
ジーセンター

　300円
青森原燃テクノロジー

センター　℡0175-63-4671

　軽油引取税は、軽油の引取
りなどに対して課税される県
の税金です。
　なお、不正軽油を製造し、
販売、消費することは脱税で
す。
　粗悪な燃料は大気を汚染す
るだけでなく、自動車のエン
ジンにも悪影響を与えること
があります。
　不正軽油は「ゼッタイ 買
わない 使わない」でください。

　県から軽油引取
税の特別徴収義務者として指
定を受けた特約業者または元
売業者が、軽油を販売する際
に軽油代金と合わせて軽油引
取税を受け取り、県に申告納
入します。
　軽油の購入代金には、既に
税金相当分が含まれています
ので、実質的には消費者が納
めることになります。
　また、灯油や重油などを自
動車の燃料として販売、消費
した場合や、灯油や重油など
を混和して不正軽油を製造し
販売、消費した場合にも課税
されます。

　軽油１㍑につき
32円10銭

上北地域県民局県税部
課税課　℡0176-22-8111
URL http://www.pref.aomori.
lg.jp/life/tax/top.html
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優雅な舞いで観衆魅了




